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の
最
も
大
き
な
財
源
と
な
る

　
　

町
税
で
は
、
16
歳
未
満
の
年

少
扶
養
控
除
廃
止
に
よ
る
個
人
町

民
税
や
固
定
資
産
税
の
増
加
に
よ

り
、
昨
年
度
と
比
べ
約
7
，
5
0
0

万
円
増
額
の
31
億
2
，
7
8
9
万
と

な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
固
定
資
産
税
は
、
家
屋

や
償
却
資
産
の
占
め
る
割
合
が
高

く
、
家
屋
の
新
増
築
や
設
備
投
資
に

よ
り
大
き
な
税
収
を
も
た
ら
す
一

方
で
、
景
気
の
変
動
に
よ
る
影
響

を
受
け
や
す
い
こ
と
か
ら
、
今
後

の
税
収
も
、
経
済
情
勢
に
よ
り
大

き
く
左
右
さ
れ
る
状
況
が
続
く
と

予
想
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、13
億
3
，0
0
0

万
円
と
、
昨
年
度
と
同
額
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
地
方
交
付
税
は
、

ど
の
地
域
の
住
民
に
も
一
定
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う

財
源
を
保
障
す
る
制
度
で
あ
り
、

総
額
は
、
国
の
地
方
財
政
計
画
に

よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。
近
年
、
地

方
分
権
の
推
進
や
高
齢
社
会
に
向

け
た
介
護
・
医
療
や
子
育
て
支

援
な
ど
、
地
方
の
財
政
需
要
は
高

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
国
の
交
付
税

総
額
は
、
ほ
ぼ
同
額
で
推
移
し
て

お
り
、
町
で
も
、
そ
れ
に
応
じ
た

予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
財
産
収
入
で
約
5
億

7
7
9
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
町
立
介
護
老
人
保
健
施

設
「
リ
ス
タ
あ
す
な
ろ
」
の
有
償

譲
渡
に
伴
う
売
却
代
金
で
あ
り
、

施
設
建
設
時
の
町
債
の
繰
り
上
げ

償
還
等
に
活
用
し
ま
す
。

町税
31億2,789万円
（37.0%）

町税
31億2,789万円
（37.0%）

分担金及び負担金
2億2,878万円
（2.7%）

分担金及び負担金
2億2,878万円
（2.7%）

議会費8,632万円（1.0%）議会費8,632万円（1.0%）

総務費
9億3,946万円
（11.1%）

総務費
9億3,946万円
（11.1%）

民生費
34億8３万円
（40.3%）

民生費
34億8３万円
（40.3%）

衛生費
5億8,245万円
（6.9%）

衛生費
5億8,245万円
（6.9%）

労働費4,536万円（0.5%）労働費4,536万円（0.5%）

農林水産業費
4億3,495万円
（5.2%）

農林水産業費
4億3,495万円
（5.2%）

商工費1億2,075万円（1.4%）商工費1億2,075万円（1.4%）
消防費2億9,672万円（3.6%）消防費2億9,672万円（3.6%）

教育費
11億9,171万円
（14.1%）

教育費
11億9,171万円
（14.1%）

公債費
6億1,935万円
（7.3%）

公債費
6億1,935万円
（7.3%）

予備費100万円（0.1%）予備費100万円（0.1%）

土木費
7億2,110万円
（8.5%）

土木費
7億2,110万円
（8.5%）

財産収入
5億77９万円
（6.0%）

財産収入
5億77９万円
（6.0%）

繰越金
1億5,000万円
（1.8%）

繰越金
1億5,000万円
（1.8%）

その他
2億４,296万円
（2.9%）

その他
2億４,296万円
（2.9%）

地方債
7億1,720万円
（８.５%）

地方債
7億1,720万円
（８.５%）

県支出金
6億9,00２万円
（8.2%）

県支出金
6億9,00２万円
（8.2%）

県税交付金
2億8,580万円
（3.4%）

県税交付金
2億8,580万円
（3.4%）

国庫支出金
6億2,782万円
（7.4%）

国庫支出金
6億2,782万円
（7.4%）

地方交付税
13億3,000万円
（15.8%）

地方交付税
13億3,000万円
（15.8%）

繰入金
5億3,174万円
（6.3%）

繰入金
5億3,174万円
（6.3%）

歳出予算の構成図
歳入予算の構成図

平成 25 年度

歳入平成25年度
一般会計予算　

84億4,000万円

町

自
治
の
力
で

　
　
　
　
　

輝
く
町
を
め
ざ
し
て
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出
で
は
、「
歳
入
に
見
合
っ
た
歳

　
　

出
」を
原
則
と
し
、 「
町
民
の
み

な
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
る
」と
い

う
視
点
に
立
っ
て
、
生
活
に
身
近

な
４
分
野
（
教
育
・
子
育
て
、
福

祉
の
充
実
、
地
域
経
済
の
発
展
、

生
活
基
盤
整
備
）
の
重
点
施
策
を

定
め
、
効
率
的
で
効
果
的
な
予
算

と
な
る
よ
う
編
成
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
保
育
所
の
待
機

児
童
を
減
ら
す
た
め
保
育
所
こ
ば

と
園
の
整
備
や
日
野
中
学
校
給
食

の
開
始
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
助
成
や
体
験
型
観
光
、
町

道
改
良
や
橋
梁
の
長
寿
命
化
な
ど

を
実
施
す
る
予
算
を
計
上
し
て
お

り
、
大
き
な
予
算
と
し
て
、
町
立

介
護
老
人
保
健
施
設
「
リ
ス
タ
あ

す
な
ろ
」
の
有
償
譲
渡
に
伴
う
経

費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
や
教
育
な
ど
に
も

力
を
注
い
で
お
り
、
町
が
独
自
に

実
施
し
て
い
る
福
祉
施
策
（
福
祉

医
療
給
付
や
障
害
者
外
出
支
援
事

業
な
ど
）
や
、
教
育
施
策
（
日
野

中
学
校
の
臨
時
教
員
の
配
置
、
学

校
図
書
室
へ
の
司
書
の
派
遣
、

英
語
検
定
・
漢
字
検
定
の
助
成
な

ど
）
な
ど
の
経
費
も
引
き
続
き
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
予
算
の
範
囲
は
広
く
、
ま

ち
づ
く
り
の
原
動
力
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
４
～
７
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

…用語解説…
歳 入
●町税
　皆さんから町に納めていただく、町民税、固定
　資産税、軽自動車税、たばこ税などの税金です。
●地方交付税
　各市町村の財源の不均衡を調整するために、国
　から一定の基準により交付されるお金です。
●地方債
　町の運営を行うために必要なお金を調達するた
　めの借入金です。
●国庫支出金・県支出金
　国や県から交付される補助金や委託金などです。
●分担金及び負担金
　行政サービスを利用した場合に、その受益の程
　度に応じて、受益者から納めていただくお金です。

歳 出
●民生費
　お年寄りや体の不自由な方への福祉の充実や、
　子育て支援のための費用です。
●教育費
　学校教育や社会教育、文化やスポーツ発展のた
　めの費用です。
●総務費
　町の施設や財産の維持、戸籍・選挙・税金の徴
　収のための費用です。
●土木費　
　道や河川、下水道などの整備のための費用です。
●衛生費　
　ゴミ処理などの環境保全や、予防接種や検診な
　どの健康増進、上水道のための費用です。
●農林水産費・商工費
　農業や商工業、観光などの発展のための費用です。

町税
31億2,789万円
（37.0%）

町税
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分担金及び負担金
2億2,878万円
（2.7%）
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総務費
9億3,946万円
（11.1%）

総務費
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民生費
34億8３万円
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34億8３万円
（40.3%）

衛生費
5億8,245万円
（6.9%）
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5億8,245万円
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農林水産業費
4億3,495万円
（5.2%）
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4億3,495万円
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商工費1億2,075万円（1.4%）商工費1億2,075万円（1.4%）
消防費2億9,672万円（3.6%）消防費2億9,672万円（3.6%）

教育費
11億9,171万円
（14.1%）

教育費
11億9,171万円
（14.1%）

公債費
6億1,935万円
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（8.5%）

土木費
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県税交付金
2億8,580万円
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13億3,000万円
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繰入金
5億3,174万円
（6.3%）

繰入金
5億3,174万円
（6.3%）

歳出予算の構成図
歳入予算の構成図

歳出
平成２５年度各会計予算

会　計　名 予　算　額

一般会計 84 億 4,000 万円

国民健康保険特別会計 21 億 8,085 万円

介護保険特別会計 15 億 9,184 万円

公共下水道事業特別会計 9 億 1,790 万円

水道事業会計 8 億 7,054 万円

農業集落排水事業特別会計 １億 7,117 万円

後期高齢者医療特別会計 2 億 1,286 万円

介護老人保健施設特別会計 ６億 7,420 万円

簡易水道特別会計 1,242 万円

住宅新築資金等貸付事業特別会計 53 万円

西山財産区会計 330 万円

合　　　　計 150 億 7,561 万円

歳
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安心をみんなでつくり
住みたくなるまち

　性別や年齢、国籍や文化、生活習慣等の違いにかかわらず、誰もが人権を尊重

され、互いに認めあい、助けあい、支えあって暮らせる地域づくりを進めます。

地域医療をまもり、健康でいきいきと暮らせるしくみづくりを進めます。

安全で安らげる暮らしと快適で住みよいまちづくりを進めます。

●ポルトガル語の通訳者を配置します（286 万円）
　町内の定住外国人のため外国人の生活支援や児
童・生徒の学校での支援を行うため、外国語（ポル
トガル語）通訳の配置を行います。

●在宅障がい者の外出を支援します（372 万円）
　障がい者の社会参加等を支援するため、自動車の
燃料費やタクシー運賃の一部を助成します。

●福祉医療費助成事業を実施します
（1 億 4,918 万円）

　乳幼児、重度心身障がい者、ひとり親家庭、低所
得老人の方へ医療費の一部を助成します。

●介護老人保健施設「リスタあすなろ」を医療法
　人へ譲渡します　　　　　　　　（6 億 7,408 万円）

　医療や介護に対するニーズの多様化、高度化への
対応や、より一層効率的・効果的な事業運営のため、
町立介護老人保健施設「リスタあすなろ」を医療法
人社団昴会へ有償譲渡します。これに伴い施設建設
時の町債の繰り上げ償還等を行います。

●障がいのある方が地域で安心して生活できるよ
　う福祉サービスの給付などを実施します

（4 億 1,196 万円）
　障がいのある方が地域で安心した生活を送ってい
ただけるよう、生活の場・日中活動の場・余暇活動
の場等の総合的な支援を行うための障害福祉サービ
ス給付等を行います。

基本方針

基本方針

●役場庁舎の耐震改修を実施します
（１億 5,427 万円）

　大規模な災害発生時においても、防災拠点として
役場の機能が十分発揮できるように、庁舎の耐震補
強を中心とした改修工事を行います。

●町営バスの運行や、地方バス路線の運行補助を
　行います　　　　　　　　　　　　　 （4,566 万円）

　日常生活の移動手段の確保のため、町営バスの運
行やデマンドタクシーの試行運行を行います。
　また、近江鉄道日八線（近江八幡駅南口～日野駅
～北畑口）の運行補助を行います。

●町道の改良や橋梁の長寿命化に取り組みます
（1 億 3,400 万円）

　町道豊田中山線の歩道設置工事や町道大窪内池線
の側溝修繕工事を実施します。
　また、町道の橋梁の長寿命化に向けた修繕工事を
実施します。

●公園の管理や改修を行います　　　  （5,574 万円）
　大谷公園、内池公園、松尾公園の管理を実施します。
　また、老朽化した大谷公園プールのろ過機改修や
グラウンドゴルフ場の整備のため調査設計を実施し
ます。

●がけ崩れの防止に取り組みます　　　 （850 万円）
　急傾斜地崩壊危険区域に指定された地域のがけ崩
れ防止工事の設計を実施します。また、県が実施す
る工事の負担金を支出します。

●公共下水道の整備を実施します   （3 億 3,762 万円）
　下水道整備のための工事（五月台、椿野台、曙、
湖南サンライズ）を実施します。
　また、公共下水道事業特別会計に繰り出しし、過
去の工事のために発行した町債の償還をおこないま
す。

●東近江行政組合への負担金を支出します
（2 億 4,182 万円）

　東近江行政組合（消防、救急など）の運営のため、
負担金を支出します。

●地域防災の要となる消防団の運営を行います
（2,818 万円）

　地域における防災・消火活動に重要な役割を果た
す消防団の運営に必要な経費を支出します。

●自治会等の防災設備購入に補助をします
（100 万円）

　地域の消防・防災体制の確立のため、自治会等が
管理する防災設備（消防ホース、油圧ジャッキ、担
架など）の購入や補修に対して補助をします。

ともにいきる
安心ささえあいのまち
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三方よしで未来につなぐ
楽市楽座のまち

誰もがすこやか
元気に暮らすまち

足腰の強い地域経済の構築と地域の雇用の確保、働きやすい環境づくりを進めます。

地域医療をまもり、健康でいきいきと暮らせるしくみづくりを進めます。

●日野菜の振興に取り組みます　　　　 （718 万円）
　日野町の特産品である日野菜の産地ブランド化を
図るため、日野菜の生産拡大、生産振興に対して補
助をします。

●有害鳥獣対策を実施します　　　　　（2,420 万円）
　農産物に甚大な被害をもたらしているサル、イノ
シシ、シカなどの有害鳥獣の駆除や防護柵設置への
補助を行います。
　また、鹿肉などを有効利用し有害鳥獣を資源とし
て活用できるよう取り組みます。

●三方よし！近江日野田舎体験を支援します
　（693 万円）

　地域資源をいかして地域の活性化を図るため、「三
方よし！近江日野田舎体験推進協議会」へ委託し、
農家民泊などの体験型観光に取り組みます。

●経済活性化のため、住宅リフォームの助成を行います
　（700 万円）

　地域経済の活性化を図るため、町内業者に依頼し
個人住宅のリフォームを実施した方に対して、経費
の一部を商品券で助成します。

●農道や農業用水路などの改修をします  （2,000 万円）
　国の補助金を活用し、集落の農業施設の改修に補
助金を交付します。

●商工業の発展のため商工会の運営を支援します
（1,677 万円）

　商工業の発展のため、商工会の運営に対して補助
金を交付します。
　また、町内の商業の振興のための補助を強化し、日
野町商業活性化補助金を交付します。

●観光振興のため日野観光協会の運営を支援します
　（1,988 万円）

　観光ＰＲや観光キャンペーンなど観光の振興のた
め、「日野観光協会」の運営に対して補助金を交付
します。本年度は、蒲生氏郷公ゆかりの会津若松市

「会津まつり」参加に対しても補助します。

●雇用就業機会を創出する事業を実施します
　　　（3,412 万円）

　離職を余儀なくされた方に対して雇用の提供や、
地域に根ざした産業を育成し、地域の雇用を生み出
します。この事業により、田舎暮らしサポート事業

（婚活事業）、小学校１年生や特別支援教育の支援員、
図書館の支援業務などを実施します。

●国民健康保険特別会計へ繰出金を支出します
（1 億 2,515 万円）

　国民健康保険事業が安定して運営できるよう、国
民健康保険特別会計に繰り出しを行い、繰出金は国
民健康保険の運営や保険給付、保険税の軽減や出産
一時金等の財源として活用されます。

●がん検診や健康相談などを実施します　 （2,713 万円）
　生活習慣病の予防や健康増進のため、健康相談や
健康教育を実施します。
　また、がんの早期発見のため、胃がん・大腸がん・
子宮頸がん・乳がん・肺がん検診を実施します。

●後期高齢者医療の運営のため繰出金や負担金を支
　出します　　　　　　　　　　　　 （2 億 8,734 万円）

　75 歳以上の方等を対象とした後期高齢者医療の
運営のための負担金を支払います。
　また、運営事務費や保険料軽減分などの財源とし
て特別会計へ繰り出しを行います。

●病気や感染を防ぐため予防接種を実施します
（5,639 万円）

　麻しん風しん混合ワクチン、ＢＣＧ 、四種混合、
日本脳炎などの予防接種により細菌やウイルスから
の感染症を予防します。
　また、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン、ヒ
トパピローマウイルス感染症予防ワクチン（子宮頸

けい

が
んワクチン）の接種費用を、全額公費で負担します。

基本方針

基本方針
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広報ひの　2013.5.1

すべての子どもが健やかに安心して育つしくみづくりを進めます。一人ひとりの参加と学びをもとに、みんなでまちづくりを考え進めます。

住民の主体的なまちづくりを支援し、住民自治を進めます。

暮らしの風景をまもるとともに、自然環境の保全や環境にやさしいまちづくりを進めます。

●「つどいのひろば（仮称）」の開催など子育てを応
　援します　　　　　　　　　　　　　   （1,652 万円）

　子育て中の親子が気軽につどい交流する場とし
て、地域子育て支援センター（わらべ保育園）に加
え、桜谷幼稚園旧園舎にて「つどいのひろば（仮称）」
を開設します。
　また、児童虐待の防止や子育て支援情報誌の発行、
乳幼児の無料一時預かり事業を実施し、地域の子育
てを支援します。

●日野町子育て・教育相談センターを中心に子育て
　 相談を行います　　　　　　　  　　　（1,479 万円）

　「日野町子育て・教育相談センター」で、臨床心
理士等による子育てに関する相談や、発達障がいの
早期発見、早期支援などを実施し、子ども、家庭、
学校（園）を支援します。

●きめ細かな学習支援のため日野中学校で臨時講
　師を配置します　　　　　　　　　　　(532 万円）

　滋賀県で実施される中学校の３５人学級（または
少人数学級）を充実させるため、さらに町で臨時講
師を配置します。

●公立保育所こばと園を整備します
（2 億 5,450 万円）

　老朽化している公立保育所こばと園を、木造建築
により新築し、保育定数の増を図ります。

●小学校に外国語教育の支援員を派遣します
（309 万円）

　小学校５・６年生の外国語を通じたコミュニケー
ション体験を進め、外国語への理解を深められるよ
う小学校に支援員を派遣します。

●学校給食の運営を行います。今年度から町内す
　べての幼稚園、学校で給食を実施します
　　　　　　　　　　　　　　　　    （1 億 375 万円）

　児童や生徒の心身の健全な発達や、食に対する正
しい理解を養うため学校給食を実施します。今年度
から、日野中学校でも学校給食を開始します。

●標準学力調査の実施や、漢字・英語検定の受検
　を支援します　　　　　　　　　　　　（250 万円）

　小・中学校で標準学力調査・生活意識調査を実施
し、学力分析や統計に活用します。
　また、目標を持って学習できるよう小学校５・６
年生で漢字検定、中学校２年生で英語検定の受検を
助成します。

●幼稚園や中学校に空調設備を設置します
　　　　（9,440 万円）

　町内のすべての幼稚園と日野中学校に空調設備を
設置します。（当初予算に追加して補正しています）

●一般家庭から出るゴミの収集や、資源となるゴ
　ミの回収を行います　　　　　　　　（8,157 万円）
　　一般家庭から出るゴミの収集や資源ごみ（古紙・
　ビン・紙パックなど）の回収を行います。

　また、わたむきの里エコドームに委託して、資源
ごみのリサイクル業務を実施します。

●地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の高い
　営農活動を支援します　　　　　　　　（319 万円）

　農業者の方が、環境こだわり農業を実施した上で、
さらに地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の高
い営農活動に取り組む場合に国・県とともに支援し
ます。

●太陽光発電システムの
　設置を支援します　（500 万円）

　自然エネルギーの有効利用を促進するため、個人
の住宅用太陽光発電システムの設置に対して商品券
により助成をします。

●中部清掃組合の運営負担金を支出します
（1 億 8,236 万円）

　ゴミを処理するため、日野清掃センターや能登川
清掃センターを運営する中部清掃組合に負担金を支
出します。

子どもがはつらつと
育つまち

自然と文化を
みんなでまもるまち

基本方針

基本方針
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広報ひの　2013.3.1

一人ひとりの参加と学びをもとに、みんなでまちづくりを考え進めます。

住民の主体的なまちづくりを支援し、住民自治を進めます。

●社会教育団体の活動を支援します　 　（163万円）
　日野町子ども会指導者連絡協議会や連合青年会、
女性団体などの活動等を補助し、社会教育を推進し
ます。今年度は、日野町で開催される滋賀県青年大
会を支援します。

●地区公民館の活動補助や施設管理を実施します
　（9,540 万円）

　公民館を核としたまちづくりや地域活動の振興の
ため、各地区の公民館が実施する公民館活動に補助
を行います。
　また、各施設の維持管理や改修をします。今年度
は、保育所こばと園の整備に伴い、必佐公民館の駐
車場整備を行います。

●子どもの読書活動を推進します　　　 （746 万円）
　学校図書室の利用を活発化させるため、小学校・
中学校に図書司書を派遣します。今年度は派遣司書
を２人から３人に増員し、子どもたちの読書活動を
さらに応援します。

●地域活動の啓発や支援を行います       （346 万円）
　地域をよくするために、自らが学び、考え、行動
する地域活動を応援します。
　また、コミュニティ施設の整備など行う自治会へ
の補助を行います。

●まちの歴史文化を明らかにし、ふるさと日野を
　再認識します　　　　　　　　　　　　（3,234万円）

　まちの歴史文化を明らかにし、ふるさと日野を再
認識するため、日野町史の編さんを実施します。今
年度は「近江日野の歴史（近現代編）」を発行します。

●第 18 回全国小さくても輝く自治体フォーラムを 6 月
　29日、30日に開催します　　　　　　    （92 万円）

　全国の町村がまちづくりについて考えるフォーラ
ムです。災害に強い安心・安全なまちづくりをはじ
め、環境・景観の保全、自然エネルギー、農村と都
市の交流などをテーマに開催します。

●町道や橋梁の安全確保や防災対策のため点検等
　を実施します　　　　　　　　　　  　（6,150万円）

　町道の点検や橋梁点検・修繕工事を実施します。
　また、通学路の安全確保のため町道豊田中山線の
歩道設置工事を行います。

●日野商人の旧宅を活用し、歴史資料の保存など
　を行います　　　　　     　　　　（1 億 2,413 万円）

　近江日野商人の旧宅を購入し、町史編さんに伴い
収集した資料の保存や展示などに活用します。

●農業用施設の改修や農道整備をします
（2 億 2,370 万円）

　各集落の農業用施設や農道の整備を実施します。

●桜谷小学校の大規模改修を実施します
　　　　　　　　　　　　　　　（4 億 6,369 万円）
　桜谷小学校の大規模改修（校舎の内装、外構、空
調機器の設置、給食室の整備等）を実施します。

●町内のすべての小学校に空調設備を設置します
（2 億 553 万円）

　町内のすべての小学校に空調設備を設置します。
　また、必佐小学校の防火シャッターの改修を実施
します。

学び合いみんなではぐくむ
自治のまち

◆問い合わせ先　総務課　財政担当　☎� 6500

国の補正予算（第 1号）による事業などの平成 24年度予算を３月補正予算に計上しました。

この予算は、平成 25年度に繰越していることから、今年度予算とあわせて執行します。

主な事業は、下記のとおりです。

平成 24 年度３月補正予算と
連続した予算としています

基本方針
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